
矯正治療に関するご説明 

①新しい装置が入ったり、調整を行うと違和感や少しの痛みが生じますが、多くの場合、数日～1 週

間程度で慣れていきます。 

②ブラケットは最終的には外す装置であるため、それを考慮した構造になっており、日常生活の中で

も脱離してしまう場合があります。また、患者さまの歯の質や表面の形状によっても外れやすい場

合があります。外れてしまった場合はご連絡をください。 

③歯の動き方には個人差があります。そのため、治療期間が短縮することもありますが、予定よりも

延長することがあります。 

④矯正治療では、定期的な通院、日頃の丁寧な歯みがき習慣が重要であると同時に、ご自身で着脱い

ただく顎間ゴムや装置なども多く、それらの使用状況など、積極的な治療への協力がとても大切と

なり、そのことが治療結果や期間にも影響します。 

⑤臨床上大きな問題になることはほとんどありませんが、口が開けにくいなどの顎関節症状が一時的

に出たり、正常な歯の移動時にも歯根吸収 (歯の根がわずかに短くなる)が生じることがあります。 

⑥歯が重なっていたために隠れていたむし歯が歯の移動とともにみえるようになることがあります。 

⑦歯の形を修正したり、かみ合わせの微調整を行う事があります。 

⑧ごくまれに歯と骨が癒着していて歯が動かない場合があったり、また、金属アレルギー症状が出る

ことがあります。 

⑨治療中に出現した問題、あるいは当初予定になかった新しい装置等も含め、治療計画の変更を提案

する場合があります。 

⑩矯正装置撤去後、矯正治療前のかみ合わせに合わせて治療されていた歯のかぶせ物（補綴物）やむ

し歯治療（修復物）に際し、再処置が必要になる場合があります。 

⑪矯正装置撤去後、保定装置（リテーナー）を指示通りにご使用いただけないと、後戻りが生じる可

能性が高くなります。 

⑫矯正装置撤去後、親知らずが残っている場合、その萌出に伴い、歯並びが乱れることがあります。

矯正後の定期検診時では、親知らずの状態もチェックしていきます。 

  



 

⑬矯正治療後の状態は、生涯永久不変というものではありません。あごの成長発育により変化する可

能性がある他、加齢や歯周病により歯を支えている骨がやせるとかみ合わせや歯並びが変化するこ

とがあります。また、舌で歯を押す、唇を噛むなどの口腔習癖、口呼吸、頬伺などの生活習慣など

があると治療後の歯並びにも影響します。そういった際にはご相談ください。 

⑭矯正治療後の整ったきれいな歯ならびは、管理もしやすく、むし歯や歯周病のリスクも軽減します

が、治療中は装置が付いていることで、逆にリスクが高まります。より丁寧な歯ブラシ習慣とこれ

まで以上の予防意識がとても大切になります。矯正治療をきっかけに、お口をいつも清潔にする意

識をよりいっそう高めてください。そして、矯正治療後は、セルフケアと 矯正歯科 & かかりつけ

歯科 でのケア（定期健診と PMTC クリーニング ）.........きれいで健康な状態をずっと維持していき

ましょう! 


